
＠ 特殊製品類

S E E Dフオーム製造・組立
《製造》
S E E Dフォームは、品質管理の行き届いた工場において製造され、高強度モルタルの配合、強度等の管理はもとより、
S E E Dフォームの寸法、精度、表面の仕上がり状況、目荒しの程度など、厳しい製品検査を経て出荷されます。

fSEEDフォームj は、一般に以下に示すフローに従って製造します。

＝＝三圃園三・・一一一

水 J  u ントj
細骨材 ）混和剤 JI今 練り混ぜ｜今

補強材［ビニロンファイパー］

.，・E司・
モルタル
打設

＋ 
打継ぎ菌
処理剤
散布

ウォータージェッ卜洗i争による目荒し 型枠組立
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特殊製品類 ＠

S E E Dフオーム適用例
1  . 橋脚急速施工事例

e R E E D工法によるS E E Dフォームの使用例

橋脚の急速施工工法であるR E E D工法に適用されています。主鋼材に自立性が高く付着性能に優れた突起付H形鋼を使用す
るとともに、 S E E Dフォームを橋脚表面に配置した構造形式です。
S E E Dフォームは函体状に組立、構造部材である帯鉄筋、中間帯鉄筋、内部コンクリー卜打設時の側圧を負担する支保用鋼

材を全て函体に配置して設置することにより、橋脚上での型枠組立、鉄筋組みを無くし、施工速度が大幅にアップします。
S E E Dフォームが橋脚表面に配置されるため、塩害、凍害、中性化などに対する橋脚の耐久性が向上します。さらに、沿岸部
や海上に位置する厳しい塩害環境下の橋脚でも耐塩害強化フォームを使用することにより、 100年以上の耐久性を確保できます。

土留・根掘
観杭・鋼矢板方エ1

脚柱S E E D建込状況

梁S E E Dの搬入

基礎R c  
突起付きH 形揖t量
礎コンクリート打目

， 

脚柱函体設置

コン溢駁

梁SE E D建込状況

ー

はり函体設置
はりSEED7i -b銭
コンクリー卜打股
－－－－－へ＼＼九

にすJ
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＠ 特殊製品類

共同溝プレキャス卜共同溝
．概要
現在、電柱を使つての電力線やケーブルなどの架線方法にさまざまな問題が提起されています。
空を見上げると、電線が多すぎて景観が悪い。
電柱のために道幅が狭くなり人もクルマも通りにくく危険がいっぱい。
災害時には電柱倒壊で緊急車両の通行が妨げ、られてしまう・・・。
日本共同溝工業会友び会員各社は『プレキャス卜共同溝による地中化システム』によって
全国各都市での住みやすい街づくりのお手伝いをさせていただいています。
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「電線類地中化システムJ 4つのメリッ卜

電柱カずなくなると同時に道路の整備カ昔、行われま
すので、歩道カf広く使えることはもちろん交
差点などの見通しもよくなり歩行者やベビ
カ 、車椅子、シニアカ などカ昔、安心して通行
できる快適なバリアフリ一歩行空間カず生みださ
れます。

固恥a 災害に強い耐災の 1  園V 街をつくります。
架空配線は大地震や台風、豪雪などの災害時に
は電柱の倒壊や電線の垂れ下が：＇ I）などで危険カず
いっぱい。電線類地中化システムは倒れた電柱
などで道をふさカずれることなく緊急車両などの
通行もスム スに。災害に耐える強い
街をつくります。

園－血街並がスツキリと ｜ 匝V 美しくなります。 j  
無電柱化により空を覆っている蜘妹の巣状の電
線類カf地中化されることでそこから生まれる空
中空間はスッキリと、地上スペースには植栽など
で街の景観が、美しくなります。特に町興しなど
での活性化や観光施策では大成功への秘訣です。

日々進歩する情報化社会では、今後も増え続け
る通信・放送系ケ ブ、ルへのニ スが高まって
いくことが、予期されます。電線類地中化システ
ムはこれらに迅速に対応。また地震などの災害
時には大容量情報通信回線への被害軽減カ昔、図
れ、ネットワ クの安全性・信頼性を向上させ
ます。



〈電線類地中化システム〉

l ・電線類地中化システムのイメージ図・

小型トラフ

1"るtとめ由電力・．－
E ゃC A T V.；どの情

- j  
砲周しif:す I  

電力踊f店店｝ーー」
電力圃B:I，協掛圏’11正唱I'll,,

ボディ管

街路灯

低圧分厳榊
需要容に電力を供給冒るため、低圧線
司E分霞さゼる偲鑓を収納しま弘
(CA T V毎の通信線を分厳することも
できます｝

特殊製品類 ＠

管路指続桝

V 無電緑化された街並

現塊調和型変圧翻
需要家に電力を供給するため電圧を
高圧から低圧！こ変換する栂務で．照明
柱などに枝薗で曹るようにコンパクト
にしています。

役体接続例
電力線を4主体へ
旗視します

往体鎮・JlE，綱と管路を
擁続します
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＠ 特殊製品類

自在R連続墨礎製品特長 1＜埋設使用〉

安定計算
車両用防護柵標準仕様・同解説の連続基礎の設計を参考に、連続延長で衝突荷重を受け持つという考えで、安定計算をしています。

H  

モよL

h p  

衝突高さ
コンクリー卜の単位体積重量
土の単位体積重量
土の内部摩擦角
基礎地盤の摩擦係数
基礎地盤の許容支持力
輪荷重
受働土圧

設計条件
hp = 0 . 6 m  
y c = 2 3 k N / m  
y  t = 1 9 k N／凶
φ＝30° 
μ=0. 6  
3 0 0 k N / m  
W t = 2 5 k N  
考慮する

問一
c一B
一A

衝突荷重（kN)
3 0  
3 0  
5 5  

参 考延長一覧表 （安全率1.5)
現場打 ｜ 自在 R 連続基礎

I  c 芥u I  八昇IJ
連続基礎

断A 種 155 ↓日↓号l I  時」 § k N 面 I  1130 I  凶d
時上…一｜10 m  2 0 m  2 9 m  

衝
突
荷
重

衝
突
条
件

s  :±. 
650×600 

A 型
630×450 

B 種I30 I断
C 種 IkN  I面

。の
寸

l_ng_l 』立｜

B 型
400×450 

計算上の必要延長 1 0 m  2 8 m  1 0 m  1 5 m  

124 



特殊製品類 ＠

工期短縮

工期短縮
1  / 3  (70% 短縮）

現場打ち連続基礎とガ ドレ ル連続基礎を比べると、型枠の設置やコンクリ 卜養生に要する
時間を短縮でき、さらに、強度の発生による共用開始までの期間を現場打ち連続基礎と比べると、
約1 / 3の施工期間で工事を行うことができます。

工程比較表 10 0 m当り

三註l 芝 10 15 3 6日
I  I  I  I  

(3日） 「？掘削 ． 
(3日） l プ

t レ
(2日） ！キ

基礎材敷設 l ヤ

i  スト(2日）
Gr 
｜基

基礎ブロック設置 ｜礎(2日） 。防

(2日）（
護
柵

本体型枠設置 設
’蓋｜可

- (1日）能 ｜百生コン打設 γ「 ！場
設計基準強度発現28日＼＼ l打

養生 ． I  (5日） ；ち
（目覚型強度まで） ム斗 i  Gr 基

- (1 日） 礎
型枠撤去 ｜防

，護
(2日） l柵

埋戻・舗装 ’t 圭；；Sl:
(2日） ・置

l可
現場打ちガードレール連続基礎工 圃・ (3 6 臼） 必円Er. 

プレキャストガードレール連続基礎工 ．． (  1 0 日） 一
※現場打ち基礎の設計基準強度は、。 c= l8kN/m 3(28 日強度）

自在R

直線からカーブヘ
自在に曲線ヘ対応

曲線施工例
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＠ 特殊製品類

自在R連続墨礎製品特長2（置き式使用〉
安定計算【置き式ガードレール］

独立式の墨礎は、
衝突時の安全性を考慮していない

〈コ

h p  

H  

移動距離が大きい為、大惨事に！

f重7 f重T
三げ女四二 コげ尺回

参 考延長一覧表
自在 R 連続基礎

条 イ可 A 型
イ牛 重 630×450 

計算上の必要延長 2 6 m  

博司
計算上の必要延長 1 4 m  
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B 型
400×450 

250(375) 

3 3 m  

自在R連続墨礎は、車両用防護柵
標準仕様・同解説の連続墨礎の
設計を参考に、連続延長で衝突
荷重を受け持つという考えで、安
定計算をしていますL

歩行者の安全確保暫定供用箇所ヘ
車線の絞込みに

横浜A P E C関連安全対策工事



製品特長3（共通〉

やじろべえ式支柱建て込み工法

特殊製品類 ＠

やじろべえ金具により、

支柱簡単施工！
やじろべえ金具を支柱に取り付けて、製品にあらかじめ設
けである切り込み溝に差し込むだけで、簡単に支柱の位置
を決めることカずできます。

基礎に設けた切り込み溝に、やじろべえ金具を取り付けた支柱を建て込む。

支柱を固定する前に、ビームを組み立てることができるので、加工時間を短縮できる。

設置歩掛り
名称 S型・ A 型数量 B型数量 単位

土木般世話役 0.21 0.14 人
特殊作業員 0.21 0.14 人
普通作業員 0.42 0.28 人

ガードレール連続基礎 5.00 5.00 イ固
トラッククレーン賃料（4.9t吊り） 0.21 0.14 日

諸雑費 4.00 4.00 %  
1長尺L型側溝の設置歩掛りを引用しております。
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＠ 特殊製品類
自在R連続墨礎 バリエーション

製品構成
接続詳細図

2000 

B型（4 0 0×4 5 0）支柱間隔
［埋 設］ ま格見

・智『’

断

面3  
日，，、

重
m  
安見
ヰ各250(375) 

［置き式］

I  I  

断

面

重
豆.. 亘ョ出｜

M型（3 0 0×4 5 0）支柱間隔
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ま見
格

断
面

重

支柱間隔
2000 

施工方向

2.0m、1.5m、1.0m 
基本
1975 

言［ゆ φ l⑤ 
1975!  

号［ヰn 1!i 円↓｜
!  1000 I  1000 I  
778kg 

基本（1m )  
975 

｜ ｜ 時 告。
i  975 i  j  

患［斗叶件 1
i soo l soo l  

346kg 

2 m  

基本

601kg 

2000 

端部A
1275 

号〔（や 〉。
i, 275 

号［I！μ 詰
557kg 

端部A (lm )  

害［御
3001  soo I  
257kg 

端部A

435kg 

端部 B
1700 

号［＠や〉
1700 ・

号［斗n 11 111 
i  1000 isoo 

576kg 

端部 B (1 m )  
1000 

号C連jj
i  1000 i  

患c斗-dllJ
I  soo !3oo. 
274kg 

端部 B

言仁（ゆ φ 
号［弔一寸；

461kg 



特殊製品類 ＠

A型（6 3 0×4 5 0）支柱間隔 2 m  
［埋設］

規 基本 端部A 端部 B格
1965 1150 1815 

II 

証ci Jヰり断 !  1965 1  i  lh50 I  1815 I  
面 I  i十l言［I4  l  I!μ l  l了l 号［斗ア寸 ili¥ I  
.,.,_ I  I  1000 Jsoo/  I  1000 l  1000  J  soo!  1000 J  

重 1202kg 835kg 898kg 量

A型偏芯タイプ（63 0×4 5 0）支柱間隔 2 m  
［埋設］

世
［置き式］ 25α375) 

't~ 
出

。
山
守

規
格 基本 端部B端部A

断 I

!:!-l< 

塁c子行奄
「一一一←一一一一－， I  

号［内甘七千1 号［斗1 』U

三I 12胤 898kg 835kg 

S型（6 5 0×6 0 0）支柱間隔 2 m  

［埋設］ 規
格 基本 端部B端部A

断 I患L命 令）p)
面 I§［恥ij[ L斗 「一一寸一ー～「 I  

§［川田千1 §［斗cllU
い盟L 出d

重 1690kg 124 1  kg 主呈ZS 呈 1178kg 
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＠ 特殊製品類

自在R連続墨礎施工実績〈埋設使用〉
施行実績

白水草小山出41J 団業工沢栗師
道

紅
海
生E
レじ
ん
又
寸
」
円

＝＝ロ
f｛、

建目先Ilu 

『tpl庁道海レし4Jη 羽越河川国道事務所 日沿道
（新潟県）

安房土木事務所館山千倉大貫線
（千葉県）

甲府河川国道事務所 R52  
（山梨県）

飯田国道事務所 R15 3  
（長野県）

沼津河川国道事務所伊豆縦貫道
（静岡県）

岐阜国道事務所 R25 8  
（岐阜県）

名古屋国道事務所 R15 3  
（愛知県）

三重河川国道事務所 R2 3  
（三重県）

滋賀国道事務所栗東水口道路
（滋賀県）

広島国道事務所 R54  
（広島県）

長崎河川国道事務所 R34  
（長崎県）
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